
令和4年7月臨時会総務委員会資料

第91号議案令和4年度長崎市一般会計補正予算(第5号)

(款) 2総務費(項) 1総務管理費(目) 7企画費

1 政策推進費

1 マイナンバーカード普及促進キャンペーン事業費

(款) 2総務費(項)1総務管理費(目) 8文化振興費

1 文化施設管理運営費

1 文化施設キャッシュレス化推進費
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予算説明書

款

2

総務費

1 概要

ボストコロナ社会に対応した都市へのレベルアップに向け、 DXの推進が求められる中、
長崎市では今年10月からの電子申請システムの稼働により行政手続を順次オンライン化し

ていくこととしており、それらの基盤となるマイナンバーカードの更なる普及促進が求め
られている。

また、様々な手続きのオンライン化は、コロナ禍における窓口での接触機会の低減などに
も繋がるものとして期待される。

これらのことから、マイナンバーカードの取得促進と行政手続のオンライン化の普及拡

大を図るため、マイナンバーカードを活用し電子申請により応募手続きができる「マイナン
バーカード普及促進キャンペーン」を実施する。

併せて、'長崎市の特産品(ふるさと納税返礼品相当)を賞品とすることで、コロナ禍で影
響を受けた地域経済の活性化にも繋げる。

項

1

総務管理費

目

7

企画費

響号

1 -1

事

マイナンバーカード普及

促進キャンペーン亭業費

2 事業内容

(1)マイナンバーカード普及促進キャンペーン

ア対象者マイナンバーカードをお持ちの長崎市民

①長崎市ふるさと納税返礼品として登録の特産品(5.,000円まで)イ賞 口
ロロ

【40,000 名分】

②市の施設等を活用した体験型賞品

【内容や当選数はキャンペーン開始時に発表】

ウ応募期間令和4年10月2日~12月31日

工応募方法マイナン・バーカードを活用して、電子申請システムによりオンライン
で応募

オ当選発表賞品の発送をもって発表(体験型は別途通知)

※抽選は令和5年1月上旬予定

力周知方法等 ラツピング電車・バス、新聞折込、 SNS、週刊あじさい等での周知

"令和 4年8月~9月をマイナンバ'カード申請勧奨強化期間とし、
、

これまでの出張申請受付に加えて、民間企業を個別に訪問するなど

により、カード申請勧奨及びキャンペーンの周知を行う。

業 名 補正額

273,

1

千円

604



(2)スケジユール案
ノ

内容

両..ー^ーー1

キャンペーン予告1

(8~9月)

ー.幽一^-1

千円

県支出金

カード申請勧奨強北期間(8~9月)

その他

源

(3)事業費内訳

委託料(キャンペーン賞品発送等業務委託(賞品代、'配送料含む'))
.広告料(ラッピング電車・バス、新聞折込ほか)

・印刷製本費(ボスター印刷D

・その他(消耗品費、郵送料)

268,518 千円

4,562 千円

429 千円

95 千円

キヤンペーン周知

(10~12月)

千円

内

地方債

t e~12月31日)(10月

千円

3

:応募期間:

財源内訳

一般財源事業費

千円

2

1 ^,、

抽選側月上旬)

幽.ー^-1

賞品発送(1月中旬~2月)

2 73,

新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金(単独)※1

千円

6 0 4

国庫支出金
※1

訳

273,

千円

6 0 4
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【参考】

1 マイナンバーカード交付率及ぴその推移

<直近の交付率>(令和4年6月1日現在)

長崎市:42.0%長崎県:432%

<交付率の推移>

(%)

50,0

40.0

30.0

172 16.516.020.0 13.0 13,5 13,5

■
100

0,0

85

89

平成31年4月1日

2

全国:447%

年代別人口及びマイナンバーカード交付率

40,000

90

94

95

99

35,000

令和2年4月1日

■全国 長崎県

30,000

28.3 28.2

25,000

20,000

26.3

令和3年4月1日

長崎市

※交付率は総務省の公表資料(HP)による

15,000

433 420

10,000

407

令和4年4月1日

交付率

年代

交付率

(号も)

※交付率のラインを超える人口がマイナンバーカード未取得者数(約24万1千人)
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マイナンバーカード普及促進キャンペーンの概要

◎わくわくする気持ち UP

◎多くの市民か特産品をGET

◎電子申請の八ードルDOVVN

◎地域のつながりUP

応募サボート
地如戊コミユニティと長崎市が協力し

て、キャンヘーンへの応募が困難な

方をサボートできる仕組みも考えて

いく必要

会
賞品の配送

商品がふるさと納税の返
礼品であることを伝えて、市

外の親戚等へのアピールも

骨

IL暫

カード申請・取得キャンペーン応募(電子申請)

◎返礼叩(商叩)の認知度UP

◎売上UP

●^^■^■
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マイナボイント第2弾

※晨大20,000円分
※力ート申請期限:9月末

※ボイント申込期限: R5.2月末国

市民

(カード申請勧奨強化期間:8月~9月)

キャンペーン応募期問:10月~12月

賞品:モノ(特産品)・コト(体験)

愚風^

キヤンペーン事業受託者賞品事業者
【目的】

ボストコロナを見据え、デジタj唯会の基盤となるマイナンバーカートの取得を促進し、マイナンバーカードを使った電子申卵の
を高めてオンライン化の普及拡大を図るとともに、コロナ禍で影を受けている地域経済の活性化にもげる0

8月~12月

40,000名分

体験型の賞品
市の施設や設備を活用した通常できない体験を提供

◎マイナンバーカードの交付率UP

◎電子申請サイトの認知度UP

ふるさと納税返礼品の認知度UP

市が管理してぃる施設や設備などで、「普段は入れない」・
「普段はできない」などを体験できるよう、場を提供するもの
【内容や当選数はキャンペーン開始時に発表】
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長崎市

周知・交付促進
※9月末までの力ード申請を促す

応募受付
電子申請システムで受付

応募サボート
市の窓口等でのサボートも検討

抽選(R5.1月上旬)
当選者の発表は賞品の発送とする

"わぐ,
"わ(

賞品の種類や数、

配送の調整

業務委託
※ふるさと納税の仕組みを活

用し、キャンペーンサイトや

賞品の選定・配送・問合せ

などに対応

既存の仕組み活用

・返礼品の写真や説明

・事業者とのつながり

・配送システムなと

知度
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款

予算説明'害

2

総務費

1 概要

新型コロナウィルス感染症が感染拡大と収束を繰り返す中、「成長戦略フォローアップ(2019

年6月閣議決定)」に基づき国が推進するキャッシュレス決済システム(非接触式)を観光施設

へ積極的に導入することとしており、観光客も多い遠藤周作文学館においても同様に導入するこ

とで、来館者の感染りスクを低減させるとともに、現金を持ち歩く必要がないストレスフりア

な環境を整備することで、来館者の利便性の向上を図るもの。

項

総務管理費

目

8

文化振輿費

番号

2 事業内容

(1)設置場所 2か所(観覧料徴収窓口及ぴショップ(書籍、グッズ販売))

(2)事業費 256千円

(3)事業費内訳

アシステム導入経費 180千円

(ア)決済端末機器購入 90千円/台 X2台= 180千円

イシステム維持経費(6月分) 76千円

(ア)システム利用料 3千円/月 X2台X6か月=36千円

(イ)決済手数料 40千円(①十②)

①観覧料分

観覧料収入見込(6月分)

(修学旅行等を除く) 利用見込割合(※) 手数料率見込

2,297千円 40%X 28千円3%X ^

②ショップ販売分

販売見込(6月分) 利用見込割合(※)手数料率見込

959千円 40% 1 2千円χ 3%X ^

(※)利用見込割合は、「成長戦略フォローアップ(2019年6月21日閣議決定)」におけ

る 2025年6月までのキャッスレス決済比率目標(40%)に基づくもの。

1-1

事

文化施設キャッシュレス化

推進費

業 名 補 額正

5

千円

256



3 財源内訳

事業費

※1 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金(単独)

【参考】

1 今回キャッシュレス決済システムを導入予定の観光関連施設(11施設)

池島炭鉱体験施設、古写真資料館、べっ甲工芸館、亀山社中記念館、シーボルト記念館、

外海歴史民俗資料館、中の茶屋6青水嶌展示館)、ド・口神父記念館、野口彌太郎記念美術館、

須加五々道美術館、遠藤周作文学館

千円

256

国庫支出金

※1

千円

180

県支出金

財

2

源

千円

遠藤周作文学館の決済端末機器設置場所

内

地方債

訳

千円

その他

レ

収蔵庫

゛

所

千円

ホーチ

一般財源

思索空間

アンシヤンテ

閉架糞慮

、

千円

76

開架1捲覧富

3

Aνコーナーリファレンス

決済端末機器イメージ図

.

コリドー

応接室

観覧料徴収窓口

〒便所女子便所

身除俄
用便鋪

テラス

都窒

風除室

、劃
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編ントランス

ホール

空誠室

Y 1234、56了

愈臆

腰示堂π

(多銅釣窒)

屡示堂瓢築測
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4 導入するキャッシュレス決済手段(予定)

クレジットカード決済

VISム^

g訟区、興,1

電子マネー決済
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